
２０２６年 シラバス 

履修規定 選択必修課目 

専門教育課目 

授業課目 和装技術 

履修学年 １年 コース 理容科・美容科 

担当教員 小山民恵 経歴 山野流着装奥伝 

担当教員  経歴  

授業時間数 65 授業方法及び場所 講義 実習 校内 

１．教科・科目の目標（到達目標） 

・日本の民族衣装である和装の基礎知識と正しい取り扱いを学ぶ。 

・美容実習２の教科書と連動させ学習するが、用語等は美容実習内の用語で統一す

ることにより、国家試験に即した内容とする。 

・就職後の即戦力となる技術の習得を目指す。 

・山野式着装準皆伝講師による技術テストを定期的に行うことにより、技術向上を

目指す。 

２．学習内容 

・テキストを用い、講義により基礎知識を学習させ、実技は、展示をしたのち、 

各々和装ボディを使って繰り返し練習する。 

３．学習方法 

・講義により基礎知識を学習させる。 

・実技手順を展示下のち、各々和装ボディを使って練習する。 

・各単元でテストを行い、知識と技術の習得を図る 

４．学習評価 

・学習態度、出欠状況を評価する。 

・学期末テスト（筆記・実技） 

・提出物、単元テストにより評価する。・ 

教科書 着物 着つけ教本 

（国際美容協会発行） 

美容実習２（日本理容美容教育

センター発行） 

参考文献 

副教材等 

オリジナルテキス

ト 

山野流着装 教伝 

(国際美容協会発行) 



 

学習計画 

月 学習項目 学習内容・方法 

４月 和装の基礎について

学ぶ 

・着物の基礎知識 

・着物の部分名称  ・単元テスト 

５月 和装の基礎について

学ぶ 

・着物の扱い方（畳み方、準備の仕方） 

・道具類の扱い方 

・単元テスト 

６月 浴衣の着付け ・浴衣の着付けと半幅帯による一文字結び 

・実技テスト    ・単元テスト 

７月 浴衣の着付け 

名古屋帯の扱い方 

・半幅帯のアレンジ結び 

・名古屋帯の畳み方と準備の仕方 

・実技テスト    ・学期末テスト 

９月 

10 月 

小紋の着付け 

 

留袖の着付け 

・小紋の着付けと名古屋帯による一重太鼓 

・実技テスト 

・留袖の基礎知識について学ぶ 

・留袖と袋帯による二重太鼓 

・単元テスト 

11 月 留袖の着付け 

 

女子の袴の着付け 

 

 

男子の袴の着付け 

・留袖と袋帯による二重太鼓 

・準皆伝講師による査定 

・袴の基礎知識について学ぶ 

・女子の袴の着付けと袴の畳み方 

・実技テスト    ・単元テスト 

 男子の袴の着付けと袴の畳み方 

12 月 振袖の着付け ・振袖の基礎知識について学ぶ 

・振袖の着付けと袋帯による飾り結び（二枚扇） 

・実技テスト  ・学期末テスト 

1 月 

２月 

３月 

振袖の着付け 

振袖の着付け 

査定 

袋帯の飾り結び 

・振袖の着付けと袋帯による飾り結び（二枚扇） 

・実技テスト   ・単元テスト 

・振袖の着付けと袋帯による飾り結び（二枚扇） 

・準皆伝講師による査定 

・その他の飾り結び（花文庫） 

・学期末テスト 


